【様式２】
栃木県県営住宅（矢板・大田原地区）の指定管理者
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１　県営住宅等の管理に関する基本的な考え方について

	公営住宅法及び県営住宅条例等の主旨や、入居者に高齢者、障害者の割合が高いことなどを踏まえ、県営住宅等を管理するに当たって、基本的な考え方を記述してください。

	


２　業務実施体制について

	業務水準を達成するための職員数や正・臨時職員の別などの職員の内訳、職員の配置、担当する業務の内容について分かりやすく記述してください。

	＜業務実施体制の記載例＞


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○名　　　○○業務、◎◎業務


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○名　　　△△業務、■■業務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○名　　　○○業務、◎◎業務


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○名　　　△△業務、■■業務

＜職員の内訳＞




３　県等との連絡調整の体制について

	各種の業務に関連し、日常的に県や公社あるいは他の関係官署との連絡調整が必要になります。また、火災などの災害発生時等においては迅速かつ正確な連絡をしなければなりません。指定管理者として業務を遂行するに際し、この連絡調整をどのような体制で行うのか通常時と災害時とに分けて具体的に記述してください。

	


４　夜間・休日等の時間外の対応体制について

	夜間や休日等の窓口センターの営業時間外の入居者からの連絡に対して、どのように対応するのか具体的に記述してください。

	


５　個人情報保護について

	個人情報の保護管理について、現在の社内体制や取扱指針あるいはマニュアル等の整備状況について記述してください。また、県営住宅等を管理するに当たって、どのように個人情報保護を図るのか具体的に記述してください。

	


６　研修計画について

	職員の育成、人権や接遇マナー向上、個人情報保護のための研修など必要と考える研修について、基本的な研修方針、研修の方法や効果測定の方法などを具体的に記述してください。

	


７　業務実施場所・相談体制について

	事務所設置予定場所や広さ、相談者のプライバシーへの配慮等について記述してください。また、入居者からの各種届出などの相談や隣戸の騒音、トラブルなどへの苦情等への対応について、考え方や処理体制について具体的に記述してください。

	＜事務所設置予定場所、広さ、車椅子来所者ヘの対応、相談者のプライバシーへの配慮等＞
＜入居者からの相談や苦情への対応について、考え方や処理体制＞




８　設備の保守点検業務について

	　業務執行体制や保守点検の方法（委託・直営）、業務の監督方法、検査方法などについて、具体的に記述して下さい。

	


９　使用料（家賃等）の徴収率について

	家賃等の徴収率を向上させ、収入未済額を縮減するための取組方法や執行体制などについて、目標とする年間の徴収率等も含めて具体的に記述してください。

	《参考　矢板・大田原地区の徴収率》　
年度

現年過年度区分

県営住宅使用料

（徴収率）

駐車場使用料

（徴収率）

R4
現年度

９９．８５％
９９．９４％

過年度

２７．６５％
２６．１３％
合計

９５．２６％
　　９８．８０％
R5
現年度

９９．７９％
９９．８８％
過年度

５．９０％
１２．８１％
合計

９５．７３％
９８．８０％
R6
現年度

９９．８８％
９９．７５％
過年度

１０．４３％
１．９３％
合計

９６．００％
９８．５５％



１０　アピールについて

	県営住宅等を管理していくにあたり、アピールできるものがあれば記述してください。

	


担当する業務の内容





○○事務所





▲▲事務所





総括責任者





責任者





○○担当者





△△担当者





○○担当者





責任者





△△担当者









